一  般  質  問  通  告  書
　　　　　　　　　　　   平成　27 年　2 月　27　日
　高島市議会議長　　様
　　　　　　　　　　　　　高島市議会議員　　1　番　　熊谷　もも　　　㊞
　次の事項について質問いたしたいので通告します。


※質問項目（番号）が２以上ある場合は、次のどちらかに○をつけてください。
・質問番号１の用紙にだけご記入ください。
・質問が一つだけの場合は必然的に１となりますので、記入は不要です。
１．全項目一括質問一括答弁
初問は
２．項目ごとに一括質問一括答弁
	(質問番号　３　)
発　言　事　項
	ピンチをチャンスに！

高島活性化のために廃校等の市財産を活用しよう！
次世代に「負債」ではなく「資産」として受け継ごう


	要　　旨　（項目だけでなく、質問の趣旨が理解できるように記入してください。）

	2/14「廃校活用セミナーin 京都　綾部」に行ってきました。
その中で徳島県三好市　企画財政部　地域振興課　課長補佐　安藤彰浩氏の三好市休廃校等活用事業の事例が素晴らしかったのでここでみなさんと共有したいと思います。
安藤さんは平成２４年４月の人事異動により休廃校の活用について専任で業務についてから、地域意見交換会を開催し、各校区で利活用の意見徴収をした結果、現状の機能維持・公募による外部からの活用に期待することになりました。副市長・部長級等１５人により構成された「休廃校等活用推進委員会」を設置しました。活用のアイデア募集を市ホームページに掲載し４４件応募はあっても活用に結びつく実績は得られませんでした。そこで、活用方針を定め、募集要項を定め、休廃校等活用の推進をする仕組みを作りました。
三好市休廃校等活用事業の成果

□募集２２校中９校の活用。募集への仕組みができたこと
□雇用の創出　計画７９人　現時点４１人の雇用

□移住者　９人

□地域の活性化・振興　　地元の自信の回復

《課題》…現活用事業への支援

《今後の展開》

・施設の選別　活用校・活用検討校・施設廃止校への選別　施設廃止校の取り壊し撤去

・活用主体の連絡協議会の立ち上げ　横のつながり　新しいビジネスへの繋がり

・休廃校「等」　廃校以外の公共施設への広がり

「高島市公共施設等総合管理計画」（案）により公共施設マネジメントのための基本的な方針が示されました。閉校となった校舎跡地にとどまらず、今後ハコモノ施設をどのように高島の活性化のために活用していくのか。次世代に「負債」ではなく「資産」として受け継いでいきましょう。

【提案１】活用方針、募集要項を定め、市公共施設等活用の推進をする仕組みを作ることを提案します。
　



